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   The characteristic of esophageal varices and anticipation of risky varies were in -

vestigatd in patients with primary hiliary cirrhosis (PD. 

   Endoscopically,ro groups of patients were distinguished: Group I comprised of 

18 patients without esophageal varices and gproup I comprised of 1 p bents with 

risky varices, Two groups were compared clinically, serologically and histol.ogially. 

   The results were as follows; 

   1 ) Hemostasis of variceal h; orrhage was verii.cult in spite of giving various 

try :..tment, 

       On hemody a_ is study y percutaneous tra ~~=?epatic portal vein catheters tion, 

portal venous pressure was very high and collateral channel was only coronary vein 

leading to the esophageal varices i n patients with Pi. 

   3) Hisologically dilatation of the portal vein branches and aberrant vasculaure 

in portal vein lesions and parernchya were observed in many specimens from early 

histological stage. 

      Varieal hemorrhage was experienced even in histologically early stage 

(stage I ),
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原発性BFを汁性肝硬変,食道静脈癖,
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下 PBC)は予車等太小葉間胆管ないし隔壁胆管に初発

病変をもつ慢性肝内胆汁うっ滞を呈する代表的な自己免

疫疾患として本邦でも報告が増加しているす相Cの絵藁

床症状においてはき薬療や皮膚厳探感など菅胆汁うり将

をこ基づく擬覚症状が強調されている》若堅Cは疾患劇こ

｢肝硬変Jとあるが,慢性肝疾患の終末像であるいわゆ

る肝硬変は Scheuerの病斯分類で Sも絶鑑e喜Vのみであ

る虫それにもかかわらず出血の放牧の高い食道静脈癖が

新札学的にJ理肘職 階にUL出損 .:.lt/rt鮎亡持紺瀬音

の出血は各種処置をこ抵抗し予後を左右する主要な弼予と

∴ _.'ト･:～...::∴ ･'沖!Ll'Tうし'症†畑て_.ト十丁:､真心静

脈痴畑裟‖て汁=虫豚をの治療に尉する涙応捜,門脈血行動

態,肝観絡所見との関連襲臨床像,死因などの点からそ

の特異性を検索L′号さらにき出血の簸険性の高い食遺静

脈療出現の筆餐離こ関して黄痘ず碑膝および血液生化学検

査などの面から検討を加えたのでその来賓を報告する･

lI. 対象 及び方 法

新潟兼学医学部第3妄当糾字数等および関連病院におい

て昭和確望隼から昭和綴i隼に紛織学的に PBCと診断Lた

冒息例を対象した書

mBC7且例のうち内視鏡による食道静脈癖の検索施行

例は議5例であったが亨これらを食道静脈感所与銅こより分

類するとヲ食道静脈癖のない mov汲丁豆e雌 群登呂例菅食道

静脈療内視鏡所見記載基準でF望鉦上かつ 隠滅 S涙m

(十十,)以上の出血の危険性があると考えられる ㌘遠誠y
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までをこ堰思し 経過が適えた症例は3例であった.その

他の5例をこぼ軽度か軽減一等渡の食道静脈癖を認めた.

これらの PBC症例について臨床所見,臨床経過,肝

組織俊才発見勧塵および予後などと食道静脈癖の関係ア

および門脈血行動態上の特徴をr/ついて臨床的をrN検討した,

尚う門脈血行動態の検索は経度経肝門脈カテ-テル法
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:PWP)により行い,碑塵については腹部超音波検査に

よる計測を行い予数量化して検討Lた中

m. 結 果

日 食遺静脈感触鮎をこ対する治療経過 膵疫.逢う

ント∴に~旨､l巨1L,(I/liiーLqい日がhIl州1mこ1kt,TllOrt･tut)t､∴ 三一

るパル--ソタンボナ--デを施行Lたが,半数の6例は藍

虚しえず出血死Lた.最近の症例には,経度経肝塞栓療
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血しえなかった¶捌Sは語例にJ施指し手うち2例は 民主S

と再出血を繰り返し.たが巌終始をこ止.胤可能であった｡し

かし,1例は 琵臆 では止威しえずサ㌘TO を併用する

も無効でありき緊急手術を行ったが救命できなかった.

肝予購能が比較的保たれていた且例に対しては食道離断

および牌摘鮪を施行し救命できた.㌘BCをこおける食遺

静脈癖出血をこ対し止血救命しえた症例は,合計語例 (望5

/%')をこすぎず,他の慢性肝疾患をこ伴う食道静脈療出血と

輿なる態度をとり各種処置をこ抵抗性であった中
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は二ぬ困難の原因を明らかにするため門脈系の血行動態
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対しmlPを施行し 門脈造影および門脈圧測定を行い,
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通常の肝硬変議了例との比較を行った宇肝硬変をこおいてぼ

傍食道側副血行路のみをもつ症例が漫C3徽 傍済静脈や左

静脈-のシャントなど他方向-ぬける側副路のみの症例

確例平館食道と他方向の両方に側副路をもつ症例3例と

篠崎な側副遁1行路を認めたのをこ対し,㌘協だ症例は5例

とも全て側副路は傍食道にのみ向かっていたB門脈圧汲EB
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と著明な高値であり,この望群問の門脈圧に有意差を認

めた｡また写㌘鴎C症例と同様の傍食道額臓j銘のみをも
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